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77号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業 者 排 出 畳 肖J 減 計 画 書 達 〕 1 変 更)

京都府亀岡市西別院町笑路落合 4-3

18条第1項 (第18条第2項、第19条第3項)の 規定により提出し童

特定事業者の

主たる業種

該当する事業
者要件

序 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))

「
層梨質瑞鞭 観響〕笙ジ校籍舗

は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トランク又
150両以上)

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事

業者 (二酸化炭素に換算して3,000トン以上))     ___

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 全社部門での環境マネイジメントシステムの導入 (IS014001帯集中)、 年間 1%づ つ削減し
エネルギー消

費効率の改善に取り組んでいます。

推  進  体  行! 工場長を環境管理責任者とする環境管理システムを構築する。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

年 膚 設備、対象、工程等

18～19 工場製造部門 環境マネイジメントシステムに基づいて、年1%づ つ削減

18～19 運送部門 廃境ヤネイジメントシステムに基づいて、年 1%ち つ削減

10～19 事務所部門 環境マネイジメントシステムに基づいて、年 1°/6づつ削減

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (実績)

( 17 )年 度
(二酸化炭素換祭 (t))

目標年度 (計画)

( 19 )年 度
(二酸化炭茉張祭 (t))

削減率

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 5,434 t 5,325 t -20 ° /s

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 章ま              う1'// t Ⅲ2        す 22't ‐p r %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量

等

対策等の区分
目標年度 (計画)

取組量等 (二酸化炭葉張算 (t

森林の保全及び整備 (整船面積) ha 〈吸収逮) t

府内産の木材の利用 (利用と) m` (自J滋畳) t

自然エネルギーを利用 した電
力又は熱の供給

て売電量) kwh (削減こ) t

(終供給曇) CJ (Hl滋畳) t

グリーン電力の購入 (購入重) kwh (Hl渡曇) t

削減量等合計 t

差引排出畳

〈排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

41         す ク'夕 t lt2)(Ⅲ3)          すを,すt _ フ か %

特 記 事 項 1当 社では、電力 草 師燃料の削減に努め、年間 1%づ つ削減 し
エネルギー消費効率の改善に取り組んでいます。

LF  絡   先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ ツ番 号

注 1該 当する□には レ印を記入してください。特定事業者以外で白主参加される事業者の方は レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画期田の前年度を、 「日標年度Jと は計画期間のJPR終年度をいいます。3苫
魯岳獄晏管魯号傘告:号治雪魯督場'2景尋暑骨鷺品暑轡晏「告脅「畳富テ家骨畳暑指骨を魯岳言畳暑晏轡景昏畳暑あせ骨景暑暑告岩岳曾転

4母 語希岳増! 譜`ほモ平成2年度 (1990年 度)を 基準とした排出まの対比やエネルギ
ー原単位C02排 出と、省エネ製品開発など他者の温宣効

果ガス排出削減への貢献、グツーン嗣連の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果メスの高Ⅲ滅などを記入してくださ
い。


